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企業名

設立

資本金

坪田 一男

所在地

近視、ドライアイ、老眼、脳疾患
を中心とした研究・開発

株式会社 坪田ラボ

2012年5月28日

825,197千円

〒160-8582
東京都新宿区信濃町35信濃町キャンパス
２号館9階 CRIK信濃町E7

代表

事業内容

株主
坪田一男

（株）坪田  

大高  功                           

ロート製薬（株）  

竹村 敬司

大和証券（株）

合同会社マーズ

（株）ジンズホールディングス

当社オフィスより慶應義塾大学病院を望んで

2025年3月31日現在

47.00%

12.48%

  7.18%

  2.50％

  1.59%

  1.01％

  0.98%

0.86%
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2012年 ５月
当社の前身となる、ドライアイ新規薬剤、ドライアイケアグッズの開発・製
造等を目的として東京都港区に㈱ドライアイKT設立

2014年 ６月
近視予防物品及び近視予防セットに関する特許を出願（当社パイプ
ラインTLG-001）

2015年 ２月
㈱ドライアイKTが㈱近視研究所、㈱老眼研究所を吸収合併し、㈱坪
田ラボ創業元年とする

2015年 12月
近視予防又は近視の進行を遅らせること等ができる身体装着用の照射
装置に関する特許を出願（当社パイプラインTLG-001）

2017年 ３月
近視予防又は抑制剤、マウス近視誘導モデルの作製方法及び近視予
防又は抑制医薬スクリーニング方法に関する特許出願（当社パイプラ
インTLG-001）

2017年 ５月
近視予防用組成物及び機能性食品に関する特許を出願（当社パイ
プラインTLＭ-005）

2019年 2月 坪田一男が当社代表取締役社長に就任

2019年 3月
住友ファーマ㈱とバイオレットライトを用いたうつ病及び認知症に関する共
同研究契約を締結（当社パイプラインTLG-005）

2019年 ４月
近視進行抑制を目指したバイオレットライトメガネTLG-001による探索
治験を開始

2019年 ５月
㈱ジンズホールディングスとTLG-001（バイオレットライトを用いた近視
予防を目指し開発中の眼鏡型医療機器）に関する実施許諾契約を
締結

2019年 6月 本社を慶應義塾大学信濃町キャンパス内に移転

2019年 11月

国立研究開発法人新エネルギー産業技術総合開発機構の2019年
度「研究開発型ベンチャー支援事業／シード期の研究開発型ベン
チャーに対する事業化支援」の事業者に選出（当社パイプラインTLG-
005）

2020年 10月
ロート製薬㈱と当社が保有する近視抑制点眼薬に関する知的財産権
及び研究開発成果に関する実施許諾契約を締結

2020年 10月
ロート製薬㈱と近視抑制のメカニズム、リバウンド等の基礎研究に関する
共同研究開発契約を締結

特許

特許

沿 革
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2021年 3月
住友ファーマ㈱と脳活性化バイオレットライトメガネTLG-005を用いた、
うつ病、軽度認知障害及びパーキンソン病についての共同研究契約を
締結

2021年 4月 マルホ㈱とマイボーム腺機能不全の処置剤に関する国内およびアメリカ、
フランス、イギリス、ドイツ等への特許実施許諾を締結

2021年 9月
ロート製薬㈱とTLM-003（強膜コラーゲンの改善を目的とした新規近
視予防点眼）の台湾、ベトナム、インドネシアへ販売するための独占実
施許諾の契約締結

2022年 6月 東京証券取引所グロース市場に株式を上場

2022年 12月
Laboratoires Théa社とTLM-003の米欧等を対象とした独占実施
許

2023年 6月
日本スタートアップ大賞 審査委員会特別賞を受賞

2023年 9月

「老齢犬の認知機能低下に対する認知機能改善機器の研究開発」が
成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech 事業）として採
択

2024年 3月
「網膜色素変性症に対する革新的医療機器の開発」がTOKYO 戦略
的イノベーション促進事業における助成事業として採択

2024年 3月
「光照射による月経不順治療機器の開発」が女性のためのフェムテック
開発支援・普及促進事業における助成事業として採択

2024年 3月
ロート製薬㈱と当社が保有する点眼薬に関する知的財産権及び研究
開発成果に関する知的財産権実施許諾契約を締結

2024年 8月
本社を慶應義塾大学「CRIK信濃町」に移転

2024年 ９月
中国大手眼科医薬品メーカー「Xingqi]との独占的実施許諾契約を
締結

特許

特許

補助金

契約

契約

契約

契約

治験

契約

契約

補助金

補助金

契約

補助金
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事業領域・ビジネスモデル2
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⚫ 研究成果・知財をパートナー企業に早期に導出

当社の事業領域

研究・探索 開発（治験）

製造

販売

契約一時金
マイルストーン・ペイメント
ロイヤリティ

事業会社（販売提携）

共同
研究

アカデミア
慶應義塾大学
他アカデミア 契約

事業会社（導出先）

契約

医薬品・医療機器領域

コンシューマー領域

Science
アカデミアや委託研究員
との探索的な基礎研究

Commercialization
 研究成果を知財化、商業化

委託
研究

外部委託
研究員
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当社のビジネスモデル
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研究成果・知財を
パートナー企業に提供

➢ 共同研究開発契約又は実施許
諾契約の契約一時金

➢ マイルストーン・ペイメント

新たな価値創造へ

上市後

➢ ロイヤリティ

新しい研究に投資
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コンシューマー製品の開発・販売も並行して進める
“デュアル戦略”

当社知財をもとに開発、上市された製品

当社のビジネスモデル
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ビジネスモデル リスクを抑えたビジネス展開

医療機器、ヘルスケア製品の早期上市と、医薬品による収益拡大化

研究成果を応用し、収益機会の多層化と社会的インパクトの最大化を両立

上市前
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当社収益額の基本概念
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パートナー企業のトータル売上金額（想定）の10%を受領

Case
1. パートナー企業のトータル売上金額2000億円と仮定(*1)

2. 2000億円に対して10%の200億円が坪田ラボの対価(*2)

3. 対価200億円の内訳例(*3)
契約一時金5億円 マイルストーン15億円 ロイヤリティ180億円

パートナー企業獲得

1800億

当社獲得

200億

*1 パートナー企業 トータル売上2000億

一時金5億 マイルストーン15億

ロイヤリティ180億

90％ 10％

*2

*3

※上記はあくまでも例であり、実際の数字につきましては個々の契約によって異なります。
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当社の“強み”3
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坪田ラボの強み

14
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⚫ 現在２カ所の研究室と連携し、研究開発を推進

強いサイエンス ～当社の研究体制～

１）
慶應義塾大学
信濃町キャンパス 医学部
101.1㎡
+マウス室、共通機器室等

２）
慶應義塾大学
矢上キャンパス
理工学部 63.8㎡
+マウス室、共通機器室等

共同
研究

当社の研究人員

計４３名

研究員の多くを業務委託にすること
により、必要なスキルを有した研究
員を適宜確保をし、研究を推進す
ることができる。またコストの流動化
も可能となる。

2025年4月時点

10

59

9

ドライアイ老眼・脳

その他 近視
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オープンイノベーションにより多彩なパイプランを生み出す

坪田ラボ
（ラボレス）

共同研究、T-SBIR、

委託研究などを駆使

して、国内外の研究

機関と連携

海外の大学

研究機関

研究機関

国内の大学

T-SBIR (Tsubota Small Business Innovation 

Research)プログラムは、坪田ラボが大学や研

究機関の革新的な研究活動を助成する制度です。

この活動で生まれたシーズを、坪田ラボと大学

や研究機関が共同で特許出願し、坪田ラボが商

業化を目指します。

眼科疾患の新パイプライン発掘だけでなく、バ

イオレットライトの脳神経疾患への展開も検討

中です。

16
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第２回つぼラボ学会開催

17

坪田ラボと共同研究者の方々がどのような研究を進めているのか、

そうした研究がどのように開発につながっていくのかといったを、

関係者が一堂に会して共有し、議論し合う場
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特許出願の状況（内、登録済み28件）

18

44

55
58

66

強いサイエンス ～特許～
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論文 １３本（2024年）
トータルインパクトファクター 52.8

近視 ７本

ﾄﾞﾗｲｱｲ ４本

ｴｲｼﾞﾝｸﾞ１本

その他 １本

強いサイエンス ～論文～
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「知財功労賞 特許庁長官表彰」など受賞

「令和７年度 知財功労賞 特許庁長
官表彰」を受賞

「Well-being ＆ Age-tech 
2024 Award」にて優秀賞を受賞
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共同研究等先

20社・団体以上

共同研究等

新製品の開発・上市
を目指す

開発契約
ロイヤリティ等

※1： 共同研究等には共同研究のほか、受託研究、委託研究、業務委託契約を含む
※2： 共同研究のうち一部が開発契約へ移行、一部でロイヤリティが発生

※1

強いコマーシャリゼーション

※2

事業会社
大学等

研究機関
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パイプライン4



Tsubota Laboratory, Inc. All Rights Reserved

パイプライン概要
※1:英仏独伊、※2: 台湾、ベトナム、インドネシア、※3: Laboratoires Théa

※4:Beijing Yijie Pharmaceutical Technology、 ※5:香港、マカオ、台湾

※6:バイオレットライト関連製品（TLG-001,TLG-003)については、関連特許に加え、基本特許で保護。

基本特許は日米中台韓で登録、欧韓星で出願中。2025年3月末

ＴＬＭ００７は開発を休止。ＴＬＧ００５Ｍは住友ファーマからFrontActに事業移管
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研究開発の順調な進捗

24

 TLM-001 臨床試験 Phase 1 終了

 TLM-003 臨床試験 Phase 1 終了

 TLG-001 検証的臨床試験で、治療期間が終了し観察期間に移行

 TLG-005 パーキンソン病・うつ病・軽度認知症（MCI）特定臨床研究終
了

機器の安全性が確認され、うつ病では有効性を示す結果

 TLG-020 特定臨床研究の準備中

 TLG-021 臨床研究を実施中

老齢犬の認知機能改善を目的とした研究を公的支援のもと実施中
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近視のサイエンスに多面的にアプローチ
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事業戦略5
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裸眼視力1.0未満の割合増加 文科省2024年度調査

小学校で3割を超え、中学校で6割程度、高等学校で7割程度
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世界的な近視人口の急激な増加
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 2000年の世界の近視人口は14億600万人、強度近視人口は1億6,300万人

 2050年までに近視人口は47億5,800万人、強度近視人口は9億3,800万人にまで増加すると
予測されている。

【10人に1人が失明のリスクを抱える】

Brien Holden Vision InstituteおよびUniversity of New South Walesでの研究の調査結果 2016年5月
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中国で近視は社会課題 青少年近視予防法案2018年発布

29

中国では20歳の時点で近視の割合が8割に達しており、
都市部に住む人の失明の原因の第1位が近視※1

※1: Ophthalmology 2006Jul01 Vol. 113 issue(7)
※2: 「6歳児」は、中華人民共和国国家衛生健康委員会, Tips For Myopia Prevention and Controlより
出所：中華人民共和国教育部通知

近視者の割合 2018年※2 目標（2030年まで）

6歳児 15% 3%程度

小学生 47% 38%以下

中学生 76% 60%以下

高校生 89% 70%以下

 全国の児童青少年の近視率を2023年まで
毎年0.5ppt以上改善（2018年比）

 特に近視率の高い省では毎年1ppt以上改善

政策目標
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COVID-19により児童の近視有病率が急増

30

日本：COVID-19パンデミック中に特に8〜11歳で近視の発症率が急増。
Kamei et al. 2025 Ophthalmol Sci. 5(4): 100729.

香港：パンデミック前は約24%程度だったものが、パンデミック中に約
29%に増加、さらにパンデミック後には36%に増加。生活習慣の変化
（屋外活動の減少、スクリーンタイムの増加）が影響。
Zhang et al. 2023 JAMA Netw Open 6(3): e234080.

中国：6〜12歳で、2019年の45%から、2021年は約48%に増加。平均
眼軸長も有意に増加。
Pan et al. 2022 Front Public Health 10:992784.

低年齢層の感受性：6〜8歳の子どもたちは環境変化に対して特に敏感であ
り、視力の変化が顕著。
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2025年は近視に注目！

31

 アトロピン

➢ 参天製薬が近視の進行抑制を目的とした点眼剤リジュセア®ミニ点眼液

0.025%」（有効成分：アトロピン硫酸塩水和物)を発売

➢ 中国ではXingqi社から上市済み

➢ 欧米ではPhase 3試験実施中

近視パンデミック（日経新聞 2025年3月）
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成長戦略6
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成長戦略骨子

– 開発を進めて収益を拡大

– エリアの拡大による収益最大化

– 知財の強化による契約獲得

– 知財の延長による収益獲得

1

新たなシーズを開発し継続的収益源
を確保

持続的成長のための
研究開発

2

膨大な潜在市場に向けた
事業展開

グローバルに拡大する市場に向けて事業を展開

特に中国近視マーケットはTAMが膨大でかつ
社会的ニーズも高い領域

3

33

探索

深化

既存パイプラインの価値最大化



Tsubota Laboratory, Inc. All Rights Reserved

34

投資先

研究開発

パイプラインを創出していく為の投資
新規研究契約5～10本/年間

社内Due Diligenceを経て、
新たなシーズに繋がりそうな研究先と
共同研究契約を締結し研究費を提供（投資）

共同研究先が研究を推進
当社のノウハウも活用

新たなシーズの発掘

1

2

３

パイプラインの創出 研究開発の推進
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「既存パイプラインの価値最大化」 潜在市場に向けた事業開発

35

TLG-001のアメリカについては、ＴＴＴが解散したことに伴い解消しております

TLＧ
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クロスドメインR&D（医薬品・医療機器） X グローバル事業展開

36
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上場時における調達資金の主な使途

37

※ボストン子会社設立につきましては、ワシントン州エバレット（シアトル地域）に
米国事務所を開設予定。

（千円）

項目 2023/3実績 2024/3実績 2025/3実績

治験費用 370,704 235,557 135,147 ー 370,704

基礎研究費 429,252 126,266 205,296 97,690 429,252

65,043 15,214 28,000 21,829 65,043

投資 100,000 0 0 0 0

借入金返済 60,000 60,000 0 0 60,000

ボストン子会社設立

有利子負債返済

予定金額 累計

研究開発費

主な資金使途

詳細

人員採用

運転資金

決算期
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事業遂行上の重要なリスクおよび対応方針

38

事業遂行上の重要なリスク リスクへの対応策

医薬品、医療機器等法その他の規制に関する事項
当社の属する医薬品及び医療機器業界は、研究、開発、製造及び販売のそれぞれの事業活
動において、各国の医薬品、医療機器等法、薬事行政指導、医療保険制度及びその他関係
法令等により、様々な規制を受けております。研究開発期間中に当初は見込んでいない法的
規制の改定等により、医薬品及び医療機器として規制当局が認めない場合には、承認が計画
どおり取得できず当社の業績及び財政状態に重大な影響を及ぼす場合があります。
(発生可能性：中、発生する可能性のある時期：特定時期なし、影響度：小)

競合について
医薬品及び医療機器業界は、国内外の製薬企業、バイオ関連企業、研究機関等が激しく競
争しており、技術革新が急速に進む環境下にあります。このため、これらの競合先との競争の結
果により、当社がライセンスアウトした開発品あるいは研究開発中の開発品が市場において優
位性を失い、研究開発の中止を余儀なくされるおそれがあります。また、当社の開発品がいち早
く上市できた場合でも、これらの競合先が優位性のある製品を市場に投入し、当社の市場シェ
アが奪われる場合、当社の業績及び財政状態に重大な影響を及ぼす場合があります。
(発生可能性：小、発生する可能性のある時期：特定時期なし、影響度：中)

資源投入リスク
当社は、上場時の公募増資等により調達した資金を用いて、研究開発の強化及び研究員を
拡充することとしております。
当該計画に基づき、研究開発力を核とした持続的成長を実現するための研究開発に、積極的
に経営資源を投入する方針であり、上場後2022年以降も引き続き、特定臨床研究費及び
治験費への投入を計画しております。しかしながら、研究開発の成果が目標から大きく乖離した
場合には、業績等に影響を及ぼす可能性があります。また、臨床試験の結果、予測していた有
効性が証明できない、あるいは予測していない副作用が発現した等の理由で承認申請を断念
しなければならない可能性があります。
(発生可能性：小、発生する可能性のある時期：３年以内、影響度：中)

※上記以外のリスクについては、有価証券報告書「事業等のリスク」をご参照ください。

当社では製造販売をせず、パートナー企業により製
造及び販売をするビジネスモデルになっております。
よって、このような法的規制の変更にも耐えうる規
模のパートナー企業と契約を事業を推進するように
しております。

当社では複数のパイプラインを保有し、医薬品、医
療機器だけではなくコモディティ製品のデュアル戦略
により、リスク分散をしております。さらに、ライセンス
アウト後もパートナー企業とライセンス強化すべく共
同研究をも実施し、優位性保持に心掛け、事業を
推進するようにしております。

当社では複数のパイプラインを保有し、さらに眼疾
患以外の分野の研究も進めており、リスク分散をし
ております。また、薬事戦略を練ったうえで研究開
発も進めており、ライセンスアウト先のパートナー企
業との交渉も優位性保持に心掛け、事業を推進
するようにしております。
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2025年3月期実績

2026年3月期予想7
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2025年3月期の概要・トピックス

40

 売上、経常利益、当期純利益が４年ぶりに過去最高を更新！

 中国大手眼科用医薬品メーカー「Shenyang Xingqi Pharmaceutical Co., Ltd.」
との独占的実施許諾契約締結

 中国の大手眼科用医薬品メーカー「Sunflower社」の関連会社である「Beijing 
Yijie Pharmaceutical Technology Co., LTD.」との正式契約締結

 「ロート製薬」との点眼薬に関する評価契約締結

 海外製薬企業との非臨床データ等に関するライセンス契約締結

 研究開発も順調に推移

 中長期成長に向けた組織体制の強化

 慶應義塾大学のインキュベーション拠点である「CRIK信濃町」へ本社を移転

 中国浙江省温州「Eye Valley」に日本企業で初めてオフィスを開設

 2024年3月末：7名 ⇒ 2025年3月末：17名 2.4倍

 開発体制の強化・外部研究者との連携
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損益計算書（P/L）の概要

41

4年ぶりに売上高、経常利益、当期純利益が過去最高を更新

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 前年比増減 増減率％

売上高 954 673 1,357 683 +101.5

営業利益 167 △649 235 885 黒転

経常利益 144 △636 281 917 黒転

当期純利益 90 △641 205 847 黒転

研究開発費 126 205 254 48 +23.8

（単位：百万円未満切捨て）
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損益計算書（P/L）の概要
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（百万円）
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次期業績通期見通しと持続的成長への取り組み

医薬品を中心に、過去最高売上更新へ

 米国西海岸に事務所を開設予定。当社のグローバル市場における事業展開を加速し、北

米市場での研究開発活動および事業パートナーシップを強化

SBIホールディングスが2024年に米国ワシントン州エベレット市に共同で設立したビ

ジネスインキュベーション施設に2025年5月事務所を開設

研究開発も進展

研究開発費を大幅増： 2.5億円 ⇒ 5.５億円 倍増

TLM-003（近視進行抑制 点眼薬）ロート製薬*が臨床試験 Phase 2 開始

TLG-001（近視進行抑制 バイオレットライト照射デバイス）：観察期間終了予定

2025年は「近視」が社会的テーマに！

*ロート製薬開発コード：ROH-001
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2026年3月期の通期業績予想の概要
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R&D投資を拡大しながら、増収基調を維持して前期同水準の利益を確保へ

（単位：百万円未満切捨て）
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2026年3月期 最高売上を更新見込み
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既存パイプラインの売上貢献イメージ

46
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Appendix 8
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「既存パイプラインの価値最大化」 開発を進めて収益を拡大

注：当社の現時点における予定を示しており、契約先の方針を反映しているものではありません
また、本表のとおりに進捗することを保障するものではありません

48

国内

アジア

米大陸

近視

アジア

米・欧

近視

国内

海外

国内

うつ
認知症
脳疾患X

MGD

海外

JINS

BYPT

ロート
製薬

マルホ

マルホ

TLG-
001

(近視進行
抑制

VLメガネ）

TLM-
003
(強膜

菲薄化抑制
点眼薬)

TLG-
005

(脳活性化
VLメガネ)

TLM-
001

(MGD

治療薬) 未定

当社の主力パイプラインの開発計画および進捗状況 上市

国内
ロート
製薬

フェーズⅡフェーズⅠ

検証的治験 承認申請 販売開始

臨床研究 治験 承認申請

安全性試験 フェーズⅢ

非臨床試験

特定臨床研究

治験

未定

フェーズⅡフェーズⅠ安全性試験 フェーズⅢ

当社はパイプラインの進捗が収益に直結する事業モデルであることから、
各パイプラインの進捗状況を目標においた事業活動を推進しております。

フェーズⅡフェーズⅠ安全性試験 フェーズⅢThea※3

※1：基本合意契約書は最終的な契約締結を確約するものではなく、今後両社で協議をした上で詳
細条件につき合意に至った場合に、その後必要な手続きを経て正式契約締結する予定

※2 : TTT=Twenty/Tweny Therapeutics
※3：Thea＝Laboratoires Théa

フェーズⅡフェーズⅠ安全性試験 フェーズⅢ

昨年6月時点を黒点線、現時点の進捗状況を赤色矢印および縦線で示しています。

※疾患によって進捗状況に差異があります

フェーズⅡフェーズⅠ安全性試験 フェーズⅢ
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パイプライン概要：医薬品・医療機器以外（薬事承認・認証 不要）
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コード 商品名 商品カテゴリ 特性 関連特許※1 パートナー 基礎・開発 臨床研究 販売

TLCD-
001

JINS 
VIOLET+

メガネレンズ VL透過
日米中星

欧亜
JINS 販売

TLCD-
014

未定 ガラス VL透過
①日欧

中台

②米欧中
台

日

B社
共同研究済

開発契約交渉中

開発中

TLCD-
015

未定 タブレットPC VL照射
日米中台

欧亜

C社
共同研究済

開発契約交渉中

開発中

TLCD-
016

未定 照明 VL発光
日中欧

米

D社
交渉中

開発中

TLCD-
013

未定
太陽光採光

システム
VL透過 -

E社
共同研究済

開発契約交渉中

開発中

TLM-
005

ロート
クリアビジョン
ジュニア等

サプリメント
クロセチン

※2

日

米欧中亜台
ロート製薬 販売

※1：バイオレットライト関連製品については、基本特許により網羅。基本特許は日米中台で登録、欧韓星で出願中
※2：クチナシ由来の色素成分

登
録

出
願

登
録

出
願

登
録

出
願

登
録

出
願

登
録

出
願
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近視1.0時代＝屈折矯正（対症療法）

画像引用：株式会社JINSウェブサイト、南青山アイクリニック東京 *レーザー屈折矯正手術（LASIK）

メガネ コンタクトレンズ レーシック手術*

50
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近視は眼軸長が伸びる病気

51

眼軸長 眼軸長が長くなる

眼軸長が伸びるとピンとが合わなくなる

⚫ 遺伝因子
⚫ 環境因子

環境因子のコントロールが大切！

これら２つの要因が影響している
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近視では脈絡膜が薄い

52

正常

近視

Flores-Moreno, et al. 2013 Am J Ophthalmol. 155(2):314-319.e1.
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失明原因疾患としての病的近視

53

Ohno-Matsui K. et al. Am J Opthalmol. 2015

Lacquer cracks Myopic CNV

中江公裕ほか、厚労省平成17年度研究報告書より

視覚障害の原因疾患：第5位（7.8％）
失明者（1級）：第4位（6.5％）
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調節で虚血になる！

カメラ

54

近視の病態の本質は虚血である
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親が近視でも外で遊んでいると近視にならない！

1時間未満/日

2時間以上/日

Jones et al. 2007 Invest Ophthalmol Vis Sci. 48(8):3524-32.
55
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太陽光が近視と関連することがここ15年で判明した

あそび時間の経年変化

 

 - 23 -

[補 5] 

仙田満：子どもとあそび―環境建築家の眼，岩波書店，平成６(1992)年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図５ 遊び時間の経年変化 

 

[補 6] 

仙田満：環境デザインの方法，pp.250-258，彰国社，平成 10(1998)年 
 
              表１  遊び時間の変化（調査地区平均値） 

 

 

 

 

 

 

   遊び時間が減少するにも関わらず遊び時間の現状に満足する子どもが増加し，これ
が遊び体験の希薄化による遊び意欲の成熟がみられない状況（遊び意欲の減退）を示
すデータと解される。 

 

[補 7] 

飯島久美子・近藤洋子・小山朋子・日暮眞：塾通いが子どもの自覚症状に与える影響，日
本公衆衛生雑誌，46（5），pp.343-350，平成 11(1999)年 
 1993年に東京及び近郊の小学５年生 1,314名を対象に，塾通いの心身への健康影響を

検討したものである。塾に通っている者は 61.9％であった。 

 

[補 8] 

菊池信太郎：福島の子どもたちに未来はあるか？，第 44回日本小児呼吸器疾患学会東日本

大震災特別企画シンポジウム（座長 川﨑一輝・吉原重美），平成 23(2011)年 10月 15日 

   市内の２つの幼稚園の４歳児と５歳児のクラスに通う 245 人の体重の増え方を調

べた。その結果，2011年６月までの１年間に増加した体重は平均で0.81キロであり，

前年，同じ年齢層で測定した増加幅，平均 3.1キロの 26％にとどまった。このうち，

５歳児クラスの体重増加の平均は 0.48キロで，厚生労働省が 2010年に全国で行った

発育調査の平均の 1.8キロを大きく下回っている。調査は原発事故の３か月後のもの

室内あそび時間

戸外あそび時間

出所：子どもとあそび―環境建築家の眼 (岩波新書)  新書 – 1992/11/20より当社作成

屋外あそび時間は
20世紀後半以降急減
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バイオレットライトは非視覚系オプシン

OPN5を介して脈絡膜の血流を保持する

ことによって近視進行を抑制している

2021

バイオレットライトが近視進行を抑制する！

57
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バイオレットライトとは

58

現代の子供はバイオレットライトを
浴びる機会を失っている

太陽

出所：EBioMedicine 15（2017）210-219

可視光の波長

紫外線 赤外線

バイオレットライト
（360~400nmの可視光）

✓ 自然光（太陽光）に含まれる
✓ 人工光（照明器具）には含まれない
✓ 紫外線（UV）カット製品（ガラス・レンズ等）

により、バイオレットライトまでカットされている
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光と生物の関係は

地球誕生

46億年前

生命誕生

37億年前

光を使い栄養にする

光をセンサーにする

25億年前

目ができる

5億年前

59
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視
覚
型
オ
プ
シ
ン

非
視
覚
型
オ
プ
シ
ン

OPN１（ブルー）

OPN２（グリーン）

OPN１（グリーン)

OPN１（レッド）

OPN３（ブルー）

RLH （ブルー）

OPN5（バイオレット）

古い膜タンパク

RGR （ブルー）

OPN４（ブルー）

ヒトには9つのオプシン（光受容体）がある
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近視予防のメカニズム

61

バイオレットライト
360~400nmの可視光

非視覚系光受容体

OPN5

脈絡膜厚保持

近視予防
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バイオレットライトの拡張性 ～ 脳疾患領域への対応

62

バイオレットライトにより脳の血流が上昇することを
当社で発見※

3つの疾患領域で研究開発が進行中

※：当社及び慶應理工学部満倉先生との共同研究成果「バイオレットライトによる脳血流動態計測(NIRS)変化」
(特許「光刺激による脳波及び細胞活性制御装置及び方法、並びに脳機能を改善、予防又は増大する装置」（WO2020/027305）)
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「本資料の次回の開示は2026年6月を予定しております。」
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